
 

 

 

 

 

 

令和２年火災・救急・救助統計について 

 

１ 趣旨 

市内において、火災予防や救急車の適正利用を促すため、令和２年中に発生した火災、救急、救助 

に関する概要を広く周知します。 

 

２ 対象期間 

令和２年１月１日（水）～令和２年１２月３１日（木） 

 

 ３ 各概要における項目 

 ⑴ 火災概要 

火災の発生状況、出火件数、焼損床面積及び損害額、火災件数の推移、出火原因、住宅火災の出 

火原因 

 ⑵ 救急概要 

   過去１０年間の救急出動件数の推移、程度別、年齢区分別、事故種別 

 ⑶ 救助概要 

   救助隊配置体制、救助工作車配置体制、出動件数、室内閉じ込め救助件数 

 

４ その他 

令和２年火災・救急・救助統計の詳細については別添のとおり 

以 上 

 

令和３年４月 13日 

所 属 情報指令課 

所属長 大木 康裕 

電 話 06－6481－3968 



出火件数

令和元年
令和２年

焼損面積

令和元年
令和２年

令和２年火災統計（概要版）

令和２年 令和元年
件数 ８２件 件数 ８５件

死者 ４名 死者 ３名
負傷者 １７名 負傷者 ２２名

焼損床面積 １，０１５㎡ 焼損床面積 １，５３３㎡
損害額 ８１，５１７千円 損害額 １２７，６１９千円

焼損床面積及び損害額

● 焼損床面積は、前年の１，５３３㎡から５１８㎡減少の１，０１５㎡、損害額は前年の１２
７，６１９千円から４６，１０２千円減少の８１，５１７千円となりました。
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焼損床面積

出火件数

● 出火件数は、前年の８５件から３件減少し、８２件となりました。

● 火災種別ごとでは「建物火災」が４７件で１１件減少、「車両火災」が１１件で２件増加、

「船舶火災」、「航空機火災」は共に０件で、「その他火災」が２４件で６件増加しました。
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火災の発生状況

● 令和２年の火災件数は８２件で、焼損床面積は１，０１５㎡、損害額は８１，５１７千円、
死者４名、負傷者１７名となりました。



火災件数の推移

火災件数
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合　計 82 85

13

たばこ 13 13

その他 19 28

不明・調査中 7 7

マッチ・ライター 3 2

火遊び 0 2

区　分 令和２年 令和元年

こんろ 15 8

電灯等配線 7 5

ストーブ 3 7

放火（疑い含む） 15

こんろ
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火災件数の推移

● 令和２年は８２件で、前年より３件の減少となりました。
● 平成２３年からの過去１０年間の平均は１３２．９件です。

出火原因

● 主な出火原因をみると、１位は「こんろ」
と「放火（疑い含む）」が同数となってい
ます。「こんろ」は１５件で７件の増加、「放火
（疑い含む）」は１５件で２件の増加となって
います。３位は「たばこ」で前年と同数と
なっています。

● 各出火原因の全体に占める割合は、上位

から「こんろ」と「放火（疑い含む）」、

「たばこ」となり、件数は４３件で割合は、

５２．４％となっています。
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※四捨五入しており、１００％にならない場合があります。
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住宅火災の出火原因

● 住宅やアパート・マンションなど住宅火災全体の件数は２９件で、前年の３０件から１件の減
少となっています。

● 令和２年の総火災件数８２件に占める住宅火災の割合は、３５．４％となっています。

● 住宅火災における出火原因の主なものとして、「こんろ」、「たばこ」、「電灯等配線」とな

り、その原因の住宅火災全体を占める割合は６２．１％となっています。

※四捨五入しており、１００％にならない場合があります。



●　過去１０年間の救急出動件数をみると、平成３０年まで９年連続で増加していたが、
　令和元年から２年連続で減少に転じ、昨年より３，３４６件の減少となります。

令和２年救急概要

過去１０年間の救急出動件数の推移

　令和２年中における救急出動件数は２８，４１１件（前年３１，７５７件）で３，３４
６件（１０．５％）の減少となり、搬送人員は２４，４５０人（前年２７，７０１人）で
３，２５１人（１１．７％）の減少となっている。１日平均は７８件（前年８７件）であ
り、約１８分に１件の割合で救急隊が出動したことになります。

程度別

●　程度別をみると、軽症１２，４６３人（前年１４，９１３人）で２，４５０人（１６
　．４％）の減少、中等症９，８９８人（前年１０，５１９人）で６２１人（５．９％）
　の減少、重症１，８１６人（前年１，９９０人）で１７４人（８．７％）の減少、死亡
　２７３人（前年２７９人）で６人（２．２％）の減少となります。
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急 病 14,911 15,616 16,023 17,016 17,841 18,852 19,665 21,513 21,316 19,065

一 般 3,504 3,571 3,810 3,947 4,041 4,105 4,437 4,563 4,690 4,388

交 通 2,313 2,253 2,319 2,309 2,090 2,034 2,224 2,134 2,090 1,771

その他 3,414 3,515 3,662 3,495 3,501 3,734 3,611 3,750 3,661 3,187

合 計 24,142 24,955 25,814 26,767 27,473 28,725 29,937 31,960 31,757 28,411
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　平成３
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　 乳幼児　２８日以上～７歳未満

　
○　過去
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年齢区分別

●　年齢区分別にみると、高齢者が１５，７７９人で最も多く、全体の６４．５％で、

　　以下、成人、乳幼児、少年、新生児の順になっています。

事故種別

●　事故種別でみると、急病が最も多く全体の６７．１％で、以下、一般負傷、交通事故

　の順になっています。
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令和２年救助統計(概要版）
●　本市の救助体制は、高度救助隊１隊、特別救助隊１隊、署救助隊２隊、水難救助隊１隊で
　計５隊の救助隊を配置しています。

●　救助工作車は２台を有し、市域の南部に１台、北部に１台を配置し、あらゆる災害におけ
　る救助体制の拡充、強化を図っています。

●　令和２年の出動件数は５４５件（前年５００件）で、出動隊数は９５０隊（前年８４２
  隊）となっており、種別ではその他の事故を除き、建物等による事故が最も多くなってい
　ます。

●　近年では、室内閉じ込め救助が増加しています。この室内閉じ込め救助とは、何らかの理
　由により、自力でドアを開けて外に出られなくなった又は室内に人がいると思われるが、安
　否の確認が出来ない状態のことであり、救助出動件数５４５件のうち３４３件(６２．９％)
　がこの室内閉じ込め救助出動となっています。
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